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1. 地形モデル

 国⼟基盤地図情報
GIS機能より取得可

 UAV等の測量データ
 その他テキストデータ

使⽤データ

CIM導⼊ガイドライン（案）クイックリファレンス

Geo-Graphia®［地下情報の3次元統合可視化ソフトウェア・ジオグラフィア］

3次元地質モデリング・数値シミュレーション・
CIMの懸け橋に
●迅速な意思決定の⽀援
●情報共有による作業効率向上
●効果的なプレゼンテーション

⼟質・地質モデル 構造モデル

●数値シミュレーション
●維持管理
●情報共有

地形モデル



オブジェクトからのハイパーリンク

2. ⼟質・地質モデル

CIM導⼊ガイドライン（案）クイックリファレンス

Geo-Graphia®［地下情報の3次元統合可視化ソフトウェア・ジオグラフィア］

3. 構造モデル

 3次元CADデータ
 属性データファイル

使⽤データ

事前調査データ
ボーリング、地質平⾯図・
縦断図

公開資料
⽇本シームレス地質図など

使⽤データ

 ボーリングデータや⾯データ
などを⽤いて推定

 ボーリングは⽔平・斜めにも
対応

 地質モデルだけでなく、ルジ
オンや岩級モデルも作成可能

地質解析

 実測データが増えた場合は、3次
元地質構造モデルをリバイス

 施⼯中、突発湧⽔が⽣じた場合
における⻲裂帯のモデル化

モデル更新
[施⼯中の実測データでリバイス］

地層科学研究所

属性ファイル


